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【研究の背景】開発途上国の青少年の HIVと早期妊娠(10代の妊娠)
を予防するためには、学校を基盤とした質の高い包括的性教育(CSE)
の実施が肝要である。CSE は、人権とエンパワーメントのアプロー
チを基盤とし、個人の価値観の模索やライフスキルの獲得を通して、
青少年が性に関連する諸問題に対して健全な選択ができるよう支援
する教育であり、HIV と早期妊娠の予防効果が認められている。し
かし、開発途上国の学校において、CSEは十分に実施されていない。 
第一に、開発途上国の学校において、CSE が質の高い状態で十分
に実施されていない主な要因には、CSE に対する親を含む学校関係
者の不支持がある。したがって、当該関係者からの CSEに対する支
持の拡大に寄与する、CSE の効果的な導入アプローチの解明が必要
である。しかし、学校における CSEの導入プロセスに焦点を当てた
先行研究は、Paiva＆Silva(2015)などがあるものの、僅少である。 
第二に、開発途上国の学校における CSEの質の向上には、CSEの
効果的な実施要因の解明が必要である。先行の性教育研究では、
Kirby(2007)が、行動変容をもたらした CSE プログラムの特徴を提
示したが、当該要因が成果に結びつく因果プロセスが解明されておら
ず、効果を決定づける要因の特定に至っていない。他方、学校効果研
究の分野では、一定の学校風土が、非認知領域における学習成果の向
上に効果的な学校の特徴として示唆されている (e.g. Heneveld & 
Craig, 1996)。しかし、CSEプログラムの効果的な学校内実施要因の
解明に、学校効果研究の知見を活かす試みは未だなされていない。 
第三に、近年のタイでは、若者間の HIV 再流行の可能性と、早期
妊娠の増加が問題となっている。学校を基盤とした CSEは、主に学
校レベルの関係者の不支持によって、十分に実施されていない。しか
し、NGOによる CSE推進プロジェクト(ティーンパス・プロジェク
ト)に参加した学校の中の数校では、質の高い CSEが継続的に実施さ
れている。また、同プロジェクト内の数校では、HIV と妊娠の予防
に寄与する非認知的能力の向上において、高い効果が認められた。し
たがって、タイの学校の事例は、開発途上国の代表的な事例であると
共に、質の高い CSEの導入プロセスと効果的な実施要因の解明に寄
与する成功事例である。 
【研究目的】主な目的は、タイにおいて実施されたティーンパス・プ
ロジェクトの効果的な学校を調査し、質の高い学校を基盤とした
CSE がどのように実現されたのかを解明することである。当該目的
を達成するため、第一には、タイの学校において、CSE が質の高い
状態で十分な時間数、継続的に実施されるためには、どのような CSE
の導入アプローチが効果的であるのかを解明する。第二には、タイの
学校を基盤とした CSEの学習成果の向上には、どのような実施要因
が主要な影響を与えているのかを解明する。 
【研究手法】研究手法は、定性的な調査分析を中心とした少数の効果
的な学校の事例研究である。研究設問は、①タイの学校における CSE
の導入プロセスにおいて、質の高い CSEの継続的な実施に寄与した
主要な要因は何か、②タイの学校を基盤とした CSEの実施において、
HIV と早期妊娠の予防に寄与する非認知的能力の向上に効果的な学
校内要因は何か、の二点である。設問①および②の学校選択基準に基
づき、ティーンパス・プロジェクトに参加した前後期中等学校の中か
ら、東北タイの効果的な学校 3校を選出した。設問①と②には、異な
った学校選択基準が設けられているが、結果的に、双方の設問の調査
対象校は同一の 3校となった。各校におけるデータ収集法は、学校長、
CSE教師、生徒、両親(補完的)に対する半構造化面接と授業の観察及
び、生徒に対する質問紙調査(補完的)である。 
【研究結果】CSE の実施に対する保護者を含む学校関係者の支持の
拡大に寄与した主な要因は、生徒の HIV と妊娠に対する関係者の強
い問題意識と CSEの実施を通した問題解決への期待、関係者による
CSEの成果の認識であった。特に、CSE実施後の成果は、学校によ
ってモニタリング・公表され、関係者の CSEに対する支持の拡大に
大きく貢献していた。CSE の導入プロセスでは、学校長と一部の教
師が、CSE を推進する中心的な役割を担っており、子どもは、CSE
の授業に対する肯定的な反応や肯定的な態度の変容を通して、CSE
の支持の拡大に間接的に貢献していた。いずれの調査対象校でも、
CSE の実現過程における学校長の効果的なリーダーシップがあった。 
Kirby(2007)が提示した CSE の効果的な実施要因は、主に、生徒
の CSEに対する好ましい学習態度の形成を通して、HIVと妊娠の予
防を促進する非認知的能力の向上に寄与していた。当該要因以外にも、
各校における生徒の学習ニーズを反映した CSEの授業内容の実施が、
妊娠や HIV の予防に対する生徒の前向きな態度の形成に寄与してい
た。教師による生徒の卒業とライフスキル獲得への高い期待と、教師
の肯定的な態度は、CSE の効果的な実施要因が学習成果に寄与する
ための先行条件である可能性が示唆された。CSEの授業においては、
楽しくリラックスした雰囲気が、生徒の好ましい学習態度の形成に寄
与し、HIV と妊娠の予防を促進する非認知的能力の向上に結びつい
ていた。反対に、学校や授業中の秩序ある学習環境の創出が、CSE
の成果の拡大に寄与しているという証左は示されなかった。CSE の
学習成果に対する報酬は、生徒の CSEに対する好ましい学習態度の
形成に一定程度寄与してはいるものの、CSE の成果に影響を与える
主な要因ではなかった。 
【結論】先行研究が提案している、保護者を含む学校関係者への事前
の説明や研修は、CSE に対する当該関係者の支持を拡大する十分な
方策ではない。研修に加えて、質の高い CSEの一定期間の実施と成
果のモニタリングおよび、関係者への成果の報告が必要である。また、
CSE の導入プロセスへの子どもの参加が、支持の拡大に寄与する可
能性がある。CSE の学習成果を拡大するためには、いかに生徒の好
ましい学習態度を形成し、主体的な学習を促すかという点が鍵である。
具体的な方策としては、教師を対象とした研修において、生徒の卒業
やライフスキルの獲得に対する教師の高い期待を引き出し、教師の肯
定的な態度を育成することが肝要である。同時に、生徒の意見に耳を
傾け、生徒の学習ニーズを理解する教師の育成が重要である。 
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